
裾野麗峰山の会山行報告書 

                                 文・水口  写真・後藤 

山行番  ＮＯ．１８０４ 

日 時  ２０１９．０２．０２（土）無風快晴・高温 

山  域  箱根・矢倉岳（８７０ｍ）北西尾根  

コース  谷峨駅発８：０６－尾根取付８：５５―第一第二林道９：３２－鳥手山（とでやま） 

１０：２０－コル１０：４０－三角点・鷹落場１１：３３－女子班出迎えー矢倉岳１２： 

５２～１３：４４－足柄峠１５：０５－足柄駅発１６：５４－裾野駅（反省会） 

標高差  上り＝足柄駅約１７０ｍ～矢倉岳８７０ｍ＝約４９５ｍ＋約２１０ｍ＋約１４０ｍ 

     下り＝矢倉岳８７０ｍ～足柄駅約３３０ｍ＝約５４０ｍ 

参加者  後藤、加藤、合谷、水口、星、ほか１名＝６名 

 

久さしぶりに登山に参加した、考えてみると４～５ヶ月程登山らしい事をやっていなかった。 

１月３１日に目的地箱根方面は可成り雪が降った、雪山登山への期待と不安の中、当日を迎えた。 

今回は電車利用と地図読み（勉強）の目的があった。 

 裾野駅で、合さん米さんと合流、７時１０分発へ乗車、下土狩から乗車の後さん加さん星さん、 

３名と合流し目的駅谷峨へ。今回は男子班が北西尾根、女子班が北尾根と分かれて、鷹落場で合流

し矢倉岳頂上を目指す事になった、駅から登山口までのはっきりした地図は無かったので男子班が、 

合さんのスマホヤマップでルート確認をしている間に女子班はスタスタと離れて進む。 

 

 

 

登山口までは同じルートなのに？男子班は慎重に畑登山口を確認し進む。 

程なく登山口に女子班の進んだルートとは全く違う。困ったものだ。後さんが加さんへ電話。こ

ちらに向かう様にと。 

 男子班は登山を開始する。最初から道なき尾根を進む。途中２ヶ所の林道を越え、地図とヤマッ

プで確認。間違い無い。再度電話。後さんの口調が荒い。まだ登山口に辿り着いていない様だ。 

 先に進むにつれ残雪の尾根となる、鳥手山（とでやま）少し手前で谷峨に下る単独男性に会う。

横浜から来たとの事。一言二言会話。写真を撮らせてと要望。断られ後ろ姿。変人。 

その後はキツイ上り、そして雪多い。足元を注意しながら慎重に進む。ザクザク、ゴシゴシと表

現が合っているか雪を踏み締める。足が段々重くなる。先を行く２人との差が開くが、慌てずあく 



 

 

 

 

までマイペースで上る。地図を見るとまだ中間点。ちょっと残念。 

休憩後更に上を目指。足元は雪が深く歩行を難しくする。2人は順調に進む。前を進む合さんの足

取りがスムーズなのに少しビックリする。ここで女子班情報、どうも男子班と同じ北西尾根を上っ

ている様子。 

 鷹落場にやっとの想いで着いた。三角点に手を添える。ここで後さんは女子班が心配なので様子

見に下るので、この先２人で行く様指示される。 

 

 

 



 
 

ヤマップとコンパス、上からの足跡を頼りに進む。目線の上に矢倉岳の頭が目に入った。目指す

先は、間違ってはいない安堵。足柄峠分岐に着く。一休み。もう少しだ、頑張らねば。雪の上り下

りで足腰は重く疲労困憊。此の辺りは多くの登山者に雪が踏まれ滑りやすい。又進むにつれ階段。

その階段のステップが高く足が上がらない。ヨイショと掛け声。ほとほとまいりました。そんな苦

労の甲斐もあり頂上へ。景色最高。 

程なく、後さん女子班が到着。登山口からの開始時間を考えると相当の速度で上って来たと思わ

れるが４人共お元気。休憩もそこそこで来たとの事。ウーマンパワーを見たぞー！！。 

 １時間弱の休憩後下山。足元の事を考え、男子班、米さんはアイゼン装着。スムーズな足取り。 

 

 

 



ここでも２人の女子班はアイゼン無。またまたウーマンパワー。下りは足柄峠へ。ダラダラとした

下り。途中加さんの歌声。褒めて上手いとは言えないが、なぜか癒される。 

足柄駅下りの時間との調整をしながら、しかし思っていた以上に良いペースであった為、可成り

時間を余し足柄駅に到着。４０分以上の待ち時間をお喋りで過ごし無事乗車。１７時３０分過ぎ裾

野駅下車。男子班３名と加さんで反省会。楽しい一時を過ごす、皆さん有難うございました。 

 

まとめ  

 残雪の登山は思っていた以上に大変で、滑って怪我などしない様気を付けた為非常に疲れた。今

回久しぶりでもあり、他のメンバーに比べペースも遅かった。最低月１回程度の登山はしなくては

いけない。 

 何時ものメンバーの為、昼休憩も楽しく過ごす事が出来ました。差し入れも美味しかったです。 

 今回、別ルートで途中合流が出来なかった事は残念でしたが、次回の反省点としたいと思います。 

 地図読みはまだまだですが、今回の登山はまた一つ大きな経験をさせて頂きました。 

ついでに、今回も女性の強さ感じさせられました、何処から来るのかそのパワー。次回も宜しく。 

 

以上 

 

 

 

                                      矢倉岳頂上 



 

                     

オジ・オバも元気イッパイだぜ～ 

 



 


